
 

 

 

★阪神淡路大震災から 30 年！ 
２０２５年１月１７日で阪神淡路大震災から 30 年になり

ます。１７日には 1.17 メモリアル集会を開き、当時の映像

や災害を体験した子どもたちの作文を紹介しました。最後

に、黙祷と「しあわせ運べるように」を歌いました。毎年

行っていますが、子どもたちからすると、自分たちが生ま

れるずっと前のできごとになります。 

しかし、兵庫県で起こった大きな災害です。保護者の

方々、地域の方々からすると自分の大切な人が被害を受けられたり、住んでいるところを

奪われたりしたかも知れません。兵庫県民にとって、亡くなられ

た６４３４名の方々のご冥福を祈るためにも、この災害を知り、

また次の時代へと語り継ぐことが使命であると思います。 

子どもたちと話していると、すごく詳しく知っている子がいま

す。「なぜそんな詳しいのか？」と、理由を聞いてみると、お父さ

んお母さんから、阪神淡路大震災の話をたくさん聞いているとの

ことです。 

昨年度１月に起こった能登半島地震の復興はなかなか進まず、

避難生活を余儀なくされている人々も大勢います。また、先日の地震で南海トラフ地震の

発生確率が８０％程度に引き上げられ、いつ起こってもおかしくない状況があります。 

学校でも、地震に対する心構えや避難、ボランティアの関係のことを学習したりしま

す。ご家庭でも避難場所や連絡の取り方を相談されたり、防

災グッズの確認をされたりしていると思います。 

阪神淡路大震災から学んだことをしっかり今後の生活に生

かすとともに、阪神淡路大震災を風化させず、しっかり次の

世代に語り継ぎ、「自分の命は自分で守る」生活をしていかな

ければならないと思います。ご家庭でも子どもたちとたくさん防災や震災のお話をしてい

ただけたらと思います。よろしくお願いします。 

★臨時休業でカルタ大会中止！ 

 それぞれ学級で行いました！ 

１月１０日、カルタ会を予定していたのですが大雪で臨時休業日となり、

カルタ会が実施できませんでした。そのかわり、各学年でカルタ会を実施しました。高学

年の中にはほぼすべての句を覚えており、上の句で素早くとれる子がいます。低学年では

学校教育目標 ふるさと小野を誇り、互いにつながり高め合う小野っ子の育成 
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まだ数枚しか覚えておらず、これからだんだんと覚える量を増

やしていくだろうと思います。日本の伝統芸能であり、中学生

になっても百人一首は行われます。

卒業するまでに１００首すべて覚え

られるといいですね。がんばって欲

しいと思います。 

 

 

▼２月の行事予定▼ 

 

保護者の皆様 ご迷惑をおかけします。  

１月２２日から２８日までお休みします。９月に手術した場所の点検を１２月
にしたのですが、少し修正した方が良いとのことで約１週間入院します。保護者の
皆様にはご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。 

                         校長 上谷 高之 


